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熱
帯
の
海
上
で
発
生
す
る
低
気
圧
の
う
ち
、

東
経　

度
か
ら
西
の
北
太
平
洋
で
発
達
し
、

１８０

中
心
付
近
の
最
大
風
速
が
毎
秒 

�
以
上
に

な
っ
た
も
の
を「
台
風
」と
呼
び
ま
す
。

　

日
本
に
は
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
上
陸

（
２
〜
３
個
）し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

台
風
の
風
は
、
中
心
に
向
か
っ
て
反
時
計

回
り
に
吹
き
込
む
た
め
、
台
風
の
進
行
方
向

に
向
か
っ
て
左
半
円
部
分
よ
り
右
半
円
部
分

の
方
が
危
険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
本
市
で
は
太
平
洋
側
を
北
上
す
る

よ
り
も
東
シ
ナ
海
側
を
北
上
す
る
台
風
の
方

が
危
険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

１７．２

　

皆
さ
ん
の
家
は
、
大
雨
や
強
風
に
対
す
る

対
策
は
万
全
で
す
か
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
家
の
中
や
周
囲
を
し
っ
か

り
点
検
し
て
、
補
強
等
の
必
要
な
と
こ
ろ
は

早
め
に
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雨
や
風
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
ら
、

む
や
み
に
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
大
雨
や
強
風
は
、
わ
た
し
た
ち
に
何
度
も
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
き

ま
し
た
。

　

台
風
や
大
雨
は
予
測
が
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
過

去
の
教
訓
を
生
か
し
、
万
全
の
態
勢
で
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

平成１１年９月の台風１８号による被害

台風災害に
　　備えましょう

平成１７年９月の台風１４号（気象衛星画像）

台
風
と
は
・
・
・

台風災害に
　　備えましょう
台風災害に
　　備えましょう

我
が
家
を
点
検

◎かわらのひび割れ、ずれ、
はがれはないか。�
◎トタンのめくれ、はが
れはないか。�

◎ひび割れ、窓枠のがた
つきはないか。また強
風による飛来物などに
備えて、外側から板で
ふさぐなどの処置を。�

◎鉢植えや物干し
ざおなど飛散の
危険性が高いも
のは室内へ。�

◎ひび割れや破損
箇所はないか。�

◎雨どいに落ち葉や土砂が
詰まっていないか。継ぎ
目のはずれや塗装のはが
れ、腐りはないか。�
◎雨戸に、がたつきやゆる
みはないか。�

◎モルタルの壁に
亀裂はないか。�
◎板壁に腐りや浮
きはないか。�
◎プロパンガスの
ボンベは固定さ
れているか。�

◎停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオの準備を。�
◎避難に備えて貴重品などの非常持ち出し品の
準備を。�
◎台風情報を注意深く聞く。�
◎むやみに外出しない。�
◎飲料水を確保しておく（断水などのおそれが
あるため）。�
◎浸水などのおそれがあるところでは、家財道
具や食料品、衣類、寝具などの生活用品を高
い場所へ移動。�
◎病人や乳幼児、障害者などを安全な場所へ避難。�
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避　難　所　一　覧

　

災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
、
早
め

に
避
難
す
る
こ
と

で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
の
防
災
気

象
情
報
に
十
分
注

意
し
て
、
危
険
を

感
じ
た
り
、
避
難

勧
告
が
あ
っ
た
ら

早
め
に
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

大
雨
や
台
風
の
と
き
な
ど
、
災
害

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
箇
所
の

点
検
を
６
月　

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

２６

　

事
前
に
担
当
課
が
市
内　

か
所
の

４１

危
険
箇
所
を
鹿
児
島
県
出
先
機
関
、

警
察
や
消
防
と
一
緒
に
点
検
し
た
中

で
、
特
に
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
５

か
所
を
渋
谷
市
長
ら
が
点
検
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
防
災
措
置
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
対
策
事
業
の
実
施
や
関
係

機
関
へ
の
事
業
要
望
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

早
め
に
避
難

　土砂災害発生の危険度が高まった
とき、鹿児島地方気象台と鹿児島県
砂防課が共同して「土砂災害警戒情
報」をテレビ、ラジオ、インター
ネットを通じて発表しています。
　この警戒情報を避難の目安にして、
自主的に早期の避難に努めましょう。

電 話 番 号避 難 所 の 名 称地 区 名
�２２００　専用�２９３３上 場 小 学 校

大 川 内

出 水

�２５０２大川内農業者トレーニングセンター
�２１６０東 出 水 小 学 校

東 出 水
�０１１９出 水 消 防 署
�２１３３小原山体育館（青年の家）

出 水 �２１５１出 水 小 学 校
�２１６６出 水 中 学 校
�２１５５西 出 水 小 学 校

西 出 水
�００１７高齢者ふれあいセンター
�３３１１　専用�４７９５切 通 小 学 校

米ノ津東 �３８７９米ノ津農村環境改善センター
�１００６米 ノ 津 東 小 学 校
�１０５５米 ノ 津 中 学 校

米 ノ 津 �１１１９米 ノ 津 小 学 校
�２１６６福 之 江 保 育 園
�０６３３荘 小 学 校荘

�２１４３出 水 保 健 セ ン タ ー
※寝たきりの方のみそ の 他

�００２９高 尾 野 小 学 校西 部

高尾野

�００１９高 尾 野 中 学 校中 部
�４８５０高尾野老人福祉センター東 部
�００３９下 水 流 小 学 校

北 部
�０２１０下水流農業者トレーニングセンター
�３００４江 内 小 学 校

江 内 �３１１１江 内 カ ン ト リ ー コ ア
―――野 口 自 治 公 民 館

�３２５１岩 渕 公 民 館岩 渕

野 田

―――屋 地 自 治 公 民 館屋地、旭
―――餅 井 自 治 公 民 館餅 井
―――青 木 原 自 治 公 民 館青 木

�２０８５野田農村環境改善センター

野田中央

�２００８野 田 小 学 校
�２０１１野 田 中 学 校
�２０７４野 田 女 子 高 等 学 校
�３３１６野 田 体 育 館

―――野 田 武 道 館
※電話番号欄に記載のない避難所については各支所にご連絡ください。

土砂災害警戒情報

災害危険箇所を点検

台風災害に備えましょう台風災害に備えましょう
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
待
ち

に
待
っ
た
楽
し
い
夏
休
み
で
す
。

　

夏
休
み
は
水
難
事
故
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
で
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
難

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
の
海
や
河
川
、
池
で

の
水
泳
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
下
図
の
場
所
を
危
険
箇
所
と

し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家
庭
で
も
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
、
学

校
や
家
庭
、
地
域
ぐ
る
み
で
声
か

け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
自

転
車
利
用
に
よ
る
事
故
が
市
内
で

も
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
指
導
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

水難事故防止運動

強調期間

７月21日（金）

～８月31日（木）
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�

　夏休みは、学校でこれまで学習したこと
を復習したり、自分が興味や関心を持った
ことを調べたりする絶好の機会であるこ
とを、子どもたちとよく話し合いましょう。
また、午前１０時までは友達の家に遊びに
行くことは控えさせ、子どもたちがお互い
の学習の時間を確保できるようにしましょ
う。�

　夏休みは、子ども会などの校外行事が
たくさん計画されています。�
　地域で行われる校外行事は、郷土の自
然や歴史に触れたり、地域の先輩たちに
いろいろなことを教わったりするチャン
スです。�
　子どもたちが積極的に参加するよう家
庭で後押しをしてあげましょう。�

　夏は、子どもだけの夜間外出や、カラオ
ケボックスやゲームセンターへの出入り、
飲酒・喫煙など多くの誘惑が子どもたちを
待ち受けています。これらの誘惑に負ける
ことが自分にどんな影響を及ぼすか、親子
で一緒に考え、子どもたちが誘惑に負けな
い強い意志を持てるように応援するとともに、
問題行動にはき然とした態度で接しましょう。�

　親子で一緒にスポーツをしたり、家の仕
事やボランティア活動をしたりすることは、
汗を流すことの気持ちよさや働く意義、思
いやりの大切さに触れることができます。
また、自然と親子で会話が生まれ、日ごろ、
話せなかったことも話すことができます。
夏休みを利用して、積極的に親子の触れ合
いの機会を増やしましょう。�

　自転車の二人乗り、並進、無灯火、飛び
出しなどは交通事故の原因となります。子
どもたちの大切な命を守るために、交通ル
ールは厳しく教え、守らせましょう。�
　夏休み中は、特に自転車による事故が多
いことから、自転車の乗り方を教えたり、
日常生活においてもヘルメットを着用させ
るなど事故防止に努めましょう。�

　４０日以上の長い休みです。何かひとつ
でも成し遂げたという経験をさせることは、
子どもたちにとって大変有意義なことです。�
　小さなことでもかまいません。子ども
とよく話し合い、目標を持たせ、継続し
たり、最後までやりぬいたりする経験を
させ、よい思い出を作らせましょう。�
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市
で
は
、
現
在
、
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
総
合
計
画
は
、
市
政
運
営
の
最
も

基
本
と
な
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
新
出
水
市
の
総

合
計
画
は
、
合
併
後
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
等
を
示
し
た「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

（
次
�
参
照
）を
尊
重
し
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

「
出
水
市
の
将
来
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
は
」、

「
こ
ん
な
事
業
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」等
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
ご
意

見
は
、
計
画
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
任
意

　

の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を

　

ご
記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇
直
接
持
参
す
る
場
合

　
　

本
庁
企
画
調
整
課
、
市
民
相
談
室
、
ま

　
　

た
は
、
各
支
所
総
務
課
へ

　

◇
郵
送
の
場
合

　
　

〒
８
９
９
―
０
２
９
２

　
　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　
　

出
水
市
役
所
企
画
調
整
課
あ
て

　

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
場
合

　
　

�
１
６
４
５

　

◇
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合

　

soukei_c@
city.izum

i.kagoshim
a.jp

         
         
          
    

◆
募
集
期
間

　

８
月
１
日（
火
）か
ら
同　

日（
金
）ま
で

２５

　
（
※
必
着
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
調
整
課

　

企
画
調
整
係（
内
線　

・　

）

２２２

２２３

新出水市の総合計画づくりに、新出水市の総合計画づくりに、
ご意見をお寄せくださいご意見をお寄せください

新新新新新新新新新新出出出出出出出出出出水水水水水水水水水水市市市市市市市市市市のののののののののの総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりにににににににににに、、、、、、、、、、新出水市の総合計画づくりに、
ごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見ををををををををををおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいいご意見をお寄せください

新出水市の総合計画づくりに、
ご意見をお寄せください



7 広報いずみ ２００６（平成１８年）８/１号

新出水市の総合計画づくりに新出水市の総合計画づくりに、、ご意見をお寄せくださいご意見をお寄せください

　「「「「「「「「「「
新新新新新新新新新新
市市市市市市市市市市
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
」」」」」」」」」」とととととととととと
はははははははははは（（（（（（（（（（
抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜
粋粋粋粋粋粋粋粋粋粋
））））））））））

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」と
は（
抜
粋
）

■
基
本
理
念

（
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
姿
勢
）

〔
人
々
の
知
恵
と
活
力
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
〕

　

新
市
は
、
緑
豊
か
な
森
林
や
河
川
と
そ
の

流
域
に
広
が
る
優
良
農
地
、
八
代
海
に
面
し

た
海
岸
な
ど
、
水
と
緑
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お

り
、
ツ
ル
渡
来
地
や
紫
尾
山
な
ど
を
始
め
と

し
た
自
然
系
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
や
文
化
遺
産
、
地
域
資
源
と
結
び
付
い

た
個
性
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭
事
な
ど
、
長

い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
伝
統
・
文
化
な
ど

の
優
れ
た
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
新
市
は
九
州
新
幹
線
鹿

児
島
ル
ー
ト
や
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
、

北
薩
横
断
道
路
な
ど
の
高
速
交
通
基
盤
の
整

備
が
進
み
、
豊
か
な
自
然
や
農
林
水
産
業
と

共
生
し
た
ま
ち
と
し
て
、
発
展
の
可
能
性
が

ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
優
れ
た
資
源
と
可
能
性
を
あ
ら

た
め
て
見
直
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
総

合
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
市
の
こ
れ
か

ら
の
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
住
む

す
べ
て
の
人
々
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

そ
れ
ら
が
活
力
と
な
り
、
人
々
の
知
恵
が
新

し
い
ま
ち
を
創
造
し
て
、
幾
世
代
に
も
わ

た
っ
て
受
け
継
が
れ
、
永
遠
に
発
展
す
る

「
人
々
の
知
恵
と
活
力
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

■
将
来
都
市
像

〔
人
と
自
然
が
融
和
し
た

　
　

に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市　

出
水
市
〕

　

新
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
田
園
風
景
を
背

景
と
し
て
、
優
れ
た
伝
統
・
文
化
や
産
業
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
人
の
知
恵
と
活

力
で
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
高
速
交
通
網

な
ど
の
整
備
に
よ
る
生
活
交
流
拠
点
都
市
と

し
て
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

※「
元
気
都
市
」と
は『
人
』、『
自
然
』、『
ま

ち
』の
い
ず
れ
も
欠
け
る
こ
と
な
く
元
気

で
あ
る
都
市
を
意
味
し
ま
す
。

 

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
基
に
、
新
市

が
抱
え
る
主
要
課
題
に
こ
た
え
な
が
ら
、
新

市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
を
次
の
６
つ
と
し
ま
す
。

①
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
水
を
未
来
に
受
け

継
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
﹇
環
境
保
全
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
街
並
み
・

環
境
美
化
な
ど
の
分
野
﹈

②
安
全
で
快
適
な
都
市
基
盤
が
整
っ
た
、
人

と
自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
﹇
土
地
利
用
、
交
通
体
系
、
市
街
地
整
備
、

情
報
通
信
基
盤
、
生
活
環
境
な
ど
の
分

野
﹈

③
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
は
ぐ
く
む
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
﹇
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
分
野
﹈

④
歴
史
と
文
化
の
薫
り
が
暮
ら
し
を
彩
る
教

育
と
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

　
﹇
教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
権
、

地
域
間
交
流
、
国
際
交
流
な
ど
の
分
野
﹈

⑤
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
核
と
し
た
多
様
な

産
業
が
躍
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
﹇
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
な
ど
の

分
野
﹈

⑥
住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
﹇
行
財
政
、
住
民
参
画
、
男
女
共
同
参
画

な
ど
の
分
野
﹈

■
元
気
都
市
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
す
。

○
元
気
あ
る
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
元
気
あ
る
人
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
人
が
何
よ
り
も
健
康
で
あ

る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
福
祉
の
充

実
や
健
康
増
進
に
関
す
る
施
策
を
展
開
し

ま
す
。

　
　

ま
た
、
人
や
地
域
に
思
い
や
り
の
あ
る

人
を
育
て
る
た
め
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
伝

統
文
化
の
継
承
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
生
き
が

い
を
は
ぐ
く
む
生
涯
学
習
や
子
ど
も
た
ち

を
育
て
や
す
い
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

水
の
文
化
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
ツ
ル
や
自
然
を
大
切
に
し
て
き

た
歴
史
を
尊
重
し
、
多
様
な
生
態
系
を
保

全
す
る
と
と
も
に
、
紫
尾
山
系
を
始
め
と

し
た
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
水
を
次
世
代

に
継
承
し
ま
す
。

○
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

都
市
と
農
村
の
良
さ
を
生
か
し
た
潤
い

と
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
高
速
交
通
基
盤
の
整
備
が
進
む
こ

と
に
対
応
し
た
交
通
拠
点
づ
く
り
、
生
活

交
流
拠
点
づ
く
り
、
歴
史
文
化
資
源
な
ど

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
交
流
人
口

の
増
大
や
産
業
の
振
興
等
に
よ
る
雇
用
の

場
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。
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新
出
水
市
は
、
３
月　

日
の
市

１３

町
合
併
に
伴
い
、
４
月
か
ら
７
月

ま
で
の
４
か
月
間
は
、
市
長
職
務

執
行
者
が
義
務
的
経
費
等
を
中
心

と
し
た
平
成　

年
度
暫
定
予
算
を

１８

専
決
し
、
執
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
議
会
で
本
予
算
が
可
決
成

立
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
本
予

１８

算
は
、　

億
４
千　

万
円
に
な
り

２２５

４００

ま
し
た
。
旧
出
水
市
、
旧
高
尾
野

町
、
旧
野
田
町
の
平
成　

年
度
当

１７

初
予
算
合
算
額
に
比
べ
、
合
併
に

伴
う
首
長
等
の
特
別
職
お
よ
び
議

会
議
員
等
の
人
件
費
並
び
に
各
種

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
化
経
費
等

の
減
に
よ
り
、　

億
５
千　

万
円

１７

６００

（　

�
）減
少
し
ま
し
た
。

７.２
　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、　

億
２

２０５

千　

万
２
千
円
、
企
業
会
計
は
、

５３

　

億
６
千　

万
１
千
円
に
な
り
ま

８４

３０３

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
会
計
の
予
算

総
額
は
、　

億
２
千　

万
３
千
円

５１５

７５６

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
費

◎
政
務
調
査
費　
　

万
円

５４０

総
務
費

◎
自
治
会
活
動
助
成
金

　

４
千　

万
３
千
円

７５４

◎
市
勢
要
覧
作
成
費
、
市
民
便
利

帳
作
成
費
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
導
入
事
業
費

　
　

万
１
千
円

５５３

◎
出
水
市
総
合
計
画
策
定
事
業
費

　
　

万
５
千
円

４１０
◎
企
業
立
地
対
策
費（
企
業
誘
致

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
）

　
　

万
２
千
円

１３４
◎
地
域
活
性
化
対
策
費（「
出
水
市

ふ
る
さ
と
大
使
」設
置
事
業
、

「
出
水
市
ふ
る
さ
と
育
成
塾
」開

催
事
業
、「
団
塊
の
世
代
」定
住

《
基
本
姿
勢
》

　
「
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
、

　
　

市
民
が
主
役
の
温
か
さ
の
伝
わ
る
市
政
の
実
現
」

《
市
政
運
営
の
基
本
方
針
》

　

①
各
校
区
単
位
で
対
話
集
会
を
実
施
し
、
旧
市
町
間
の
融
和
と
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
や
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
制
定
に
よ
り
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

③
地
方
分
権
へ
の
対
応
、
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
行
財
政
改
革
を

推
進
し
ま
す
。

　

④
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道（
出
水
―
阿
久
根
間
）・
北
薩
横
断
道
路

（
紫
尾
―
泊
野
間
）の
整
備
促
進
、
企
業
誘
致
や
観
光
の
振
興
、
都

市
間
交
流
を
促
進
し
、
商
工
業
の
発
展
お
よ
び
雇
用
の
創
出
と
交

流
人
口
の
増
大
に
努
め
ま
す
。

　

⑤
地
産
地
消
の
推
進
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
、
認
定
農
業
者
の
育
成

等
農
林
漁
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

⑥
少
子
化
対
策
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
父
・
母
子
家
庭
等
、
思
い
や

り
と
温
か
さ
が
共
感
で
き
る
福
祉
施
策
の
充
実
。

　

⑦
環
境
の
美
化
、
防
災
・
防
犯
態
勢
の
充
実
を
図
り
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

⑧
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
り
、
健
康
で
豊
か
な

情
操
を
育
み
、
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
創
設
。

　

⑨
青
少
年
の
健
全
育
成
お
よ
び
幅
広
い
人
材
を
育
成
す
る
た
め「
ふ
る

さ
と
塾
」を
創
設
し
ま
す
。

平
成　

年
度
の
主
な
事
業　
　
　
　

18

　

出
水
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
６
月　

日
か
ら
７
月　

日
ま
で

２９

２７

の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成　

年
度
本
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ

１８

ま
し
た（　

�
に
も
関
連
記
事
）。

１０

　

今
回
可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
本
予
算
に
つ
い
て
、
市
が
行
う
仕

１８

事
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ
れ

る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
会
計
本
予
算
を
中
心
に
紹

介
し
ま
す
。

　　平成18年度　一般会計本予算一般会計本予算�

225億4,　400400万円万円�
　　平成18年度　一般会計本予算�

225億4,　400400万円万円�

歳　出�

民生費�
66億7,923万円�
（29.6％）�

公債費�
28億8,054万4千円�
（12.8％）��

�

土木費�
28億6,578万4千円�
（12.7％）�

衛生費�
26億6,909万5千円�
（11.8％）�

総務費�
25億2,847万2千円�
（11.2％）�

教育費�
23億1,872万円�
（10.3％）�

農林水産業費�
12億3,236万9千円�
（5.5％）�

消防費�
8億3,830万8千円�
（3.7％）�

商工費�
2億3,905万4千円�
（1.1％）�

議会費�
2億1,426万4千円�
（1.0％）�

その他7,816万円�
（0.3％）�

�

平成18年度本予算平成18年度本予算
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促
進
事
業
、
市
内
循
環
ふ
れ
あ

い
バ
ス
運
行
業
務
委
託
等
）

　

３
千　

万
７
千
円

６１５

◎
開
市
記
念
式
典
事
業
費

　
　

万
円

８１
◎
行
政
改
革
推
進
費（
行
政
改
革

推
進
委
員
・
公
の
施
設
指
定
管

理
者
選
定
審
議
会
委
員
設
置
、

行
政
改
革
大
綱
等
策
定
支
援
委

託
費
等
）　
　

万
９
千
円

６８２

民
生
費

◎
障
害
福
祉
計
画
策
定
費

　
　

万
２
千
円

３５８
◎
敬
老
の
日
行
事
・
長
寿
祝
金
支

給
事
業
費　

１
千　

万
５
千
円

６２８

◎
敬
老
バ
ス
乗
車
券
交
付
事
業
費

　

万
９
千
円

６６０
◎
高
齢
者
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消

毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
費　
　

万
円

４３

◎
紅
葉
園
通
所
介
護
事
業
費

　

２
千　

万
７
千
円

２９７

◎
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
事

業
費　

３
千　

万
円

２００

◎
特
別
保
育
対
策
事
業
推
進
費

　

５
千　

万
９
千
円

４６

◎
小
学
校
修
了
前
特
例
給
付
児
童

手
当
支
給
事
業
費

　

３
億
４
千　

万
円

２９０

◎
放
課
後
障
害
児
児
童
健
全
育
成

事
業
費　

１
千　

万
１
千
円

６１６

衛
生
費

◎
病
院
事
業
会
計
繰
出
金

　

６
億
５
千　

万
円

３２３

◎
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
費

　

５
千　

万
４
千
円

８３２

◎
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

事
業
費　

１
千　

万
円

８４０

◎
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
費

　

１
億
７
千　

万
５
千
円

６６１

労
働
費

◎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運

営
補
助
金　

３
千　

万
円

１０

農
林
水
産
業
費

◎
市
木
・
市
花
選
定
経
費

　
　

万
３
千
円

１９
◎
農
林
漁
業
後
継
者
確
保
育
成
事

業
費　
　

万
円

６７

◎
肉
用
牛
産
地
銘
柄
確
立
対
策
事

業
費　
　

万
円

４８０

◎
団
体
営
防
災
事
業
費
（
排
水
路

改
修
工
事
）

　

７
千　

万
６
千
円

４２

◎
農
道
環
境
整
備
事
業
費

　
　

万
円

３８０
◎
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金　

２
千　

万
円

６６４

◎
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金

　
　

万
５
千
円

１２５
◎
県
単
独
漁
港
整
備
事
業
費

　
　

万
円

８８３商
工
費

◎
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業

　
　

万
円

３９
◎
空
店
舗
再
開
事
業
奨
励
金

　
　

万
５
千
円

８５
◎
中
小
企
業
振
興
資
金
等
利
子
補

給
金　

１
千　

万
円

７００

◎
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

万
円

１５
◎
温
泉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　

７
千　

万
５
千
円

１５１
（
次
�
下
段
に
続
く
）

特別・企業会計
予　算　額会　計　名

６７億５，７７９万円　　国 民 健 康 保 険

特

別

会

計

６７億４，２３３万円　　（事　業　勘　定）
１，５４６万円　　（直　診　勘　定）

６８億　４６６万円　　老 人 保 健
３８億７，２５０万円　　介 護 保 険

１８７万円　　訪問看護ステーション
（４月・５月分）

１，９４９万円　　交 通 災 害 共 済
１３８万円　　用 地 造 成

１７億７，１９４万円　　下 水 道
９億６，３７９万円　　特定環境保全公共下水道
２億５，１２８万円　　農 業 集 落 排 水
２，３００万円　　地 方 卸 売 市 場
５，２８３万２千円公共用地先行取得

２０５億２，０５３万２千円計
１５億３，９１３万７千円水 道 事 業 会 計企

業
会
計

６９億２，３８９万４千円病 院 事 業 会 計
８４億６，３０３万１千円計

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計です。

市税の内訳
構成比予　算　額税　　目
５７．３％２８億１，９４８万２千円固定資産税
３３．７％１６億５，８７７万１千円市 民 税
　６．３％３億１，２１１万８千円市たばこ税
　２．７％１億３，２７２万９千円軽自動車税
　０．０％１８万円　　入 湯 税
１００％４９億２，３２８万円　　計

　　平成18年度　一般会計本予算�

225億4,　400万円�
　　平成18年度年度　一般会計本予算�

225億4,　400万円�

歳　入�

その他�
15億5,152万８千円�
（6.8％）�

自�

　　　主�

　　　　財�

　　　　源�
（38.2％）�

（61.8％）�
�

依�

存　　　�

財　　　�

源　　　　�

市税�
49億2,328万円�
（21.8％）�

繰入金�
17億2,830万円
（7.7％）�

分担金及び負担金
６億2,434万３千円
（2.8％）�

使用料及び手数料
５億3,596万１千円
（2.4％）�

繰越金�
５億2,000万円�
（2.3％）�その他　�

２億8,780万５千円�
（1.3％）�

地方交付税�
81億2,000万円�
（36.0％）�

国庫支出金�
19億456万円�
（8.5％）�

市債�
13億160万円�
（5.8％）�

県支出金�
10億4,662万３千円�
（4.6％）�

平成18年度本予算平成18年度本予算
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出水市議会第１回定例会・平成18年度本予算出水市議会第１回定例会・平成18年度本予算

　

６
月　

日
か
ら
７
月　

日
ま
で

２９

２７

開
か
れ
た
出
水
市
議
会
第
１
回
定

例
会
で
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計

１７

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

▼
平
成　

年
度
出
水
市
病
院
事
業

１７

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
出
水
市
敬
老
園
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 

▼
出
水
市
市
長
職
務
執
行
者
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
▼
鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館
管

理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

▼
出
水
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
出
水
市
助
役
定
数
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
出
水
市
障
害
認
定
審
査
会
の
委

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及

び
出
水
市
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計

１８

予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
国
民
健
康

１８

保
険
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
老
人
保
健

１８

特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
介
護
保
険

１８

特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
訪
問
看
護

１８

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
交
通
災
害

１８

共
済
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
用
地
造
成

１８

特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
下
水
道
特

１８

別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
特
定
環
境

１８

保
全
公
共
下
水
道
特
別
会
計
予

算
▼
平
成　

年
度
出
水
市
農
業
集
落

１８

排
水
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
地
方
卸
売

１８

市
場
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
公
共
用
地

１８

先
行
取
得
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
水
道
事
業

１８

会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
出
水
市
病
院
事
業

１８

会
計
予
算

土
木
費

◎
道
路
新
設
改
良
補
助
事
業
費

（
朝
熊
米
ノ
津
町
線
・
御
岳

線
・
上
使
道
線
改
良
舗
装
工

等
）　

１
億
４
千　

万
７
千
円

１３８

◎
都
市
公
園
等
整
備
事
業
費（
西

町
公
園
整
備
工
事
等
）

　

１
千　

万
円

５７０

◎
出
水
駅
東
口
広
瀬
線
整
備
事
業

費（
改
良
舗
装
工
等
）

　

２
億　

万
円

９２２

◎
出
水
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
費（
出
水
停
車
場
線
・
栄
町

裏
通
線
・
仲
町
裏
通
線
改
良
舗

装
工
）　

　

１
億
１
千　

万
５
千
円

６２２

◎
高
尾
野
支
所
ま
ち
づ
く
り
総
合

支
援
事
業
費（
上
の
原
唐
笠
木

線
改
良
舗
装
工
、
多
目
的
広

場
・
芝
広
場
ク
レ
イ
舗
装
工
、

管
理
・
ト
イ
レ
棟
建
設
木
造
平

屋
建
）  
１
億
８
千　

万
５
千
円

３３３

◎
公
営
住
宅
建
設
補
助
事
業
費

（
太
田
原
住
宅
建
替
事
業
３
期

工
事
）　

　

３
億
２
千　

万
１
千
円

７５２

◎
鶴
亀
タ
ウ
ン
東
１
号
棟
・
２
号

棟
換
気
扇
設
置
工
事
等

　
　

万
円

９００
◎
荘
下
住
宅（
５
戸
）水
洗
化
・
３

点
給
湯
設
備
設
置
等
工
事

　

１
千　

万
円

２００

消
防
費

◎
消
防
事
業
費（
救
急
救
命
士
養

成
等
研
修
、
救
急
救
命
資
機
材

購
入
等
）　

１
千　

万
５
千
円

２５１

◎
高
規
格
救
急
車
購
入
費
１
台

　

３
千　

万
９
千
円

４０６

◎
高
尾
野
第
６
分
団
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
購
入
費　

１
千　

万
円

７０９

◎
国
民
保
護
対
策
費

　
　

万
６
千
円

５４教育
費

◎
英
語
指
導
助
手
設
置
事
業
費　

２
千　

万
８
千
円

２２１

◎
中
学
生
学
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
費　

１
千　

万
４
千
円

５２６

◎
小
学
校
施
設
整
備
単
独
事
業
費

（
耐
震
化
優
先
度
調
査
委
託
等
）

１
千　

万
５
千
円

２８８

◎
中
学
校
教
育
設
備
事
業
費（
教

育
用
パ
ソ
コ
ン
購
入（
４
校
更

新
））　

３
千　

万
円

５９１

◎
中
学
校
施
設
整
備
単
独
事
業
費

（
耐
震
化
優
先
度
調
査
委
託
）

　
　

万
４
千
円

３０６
◎
出
水
ふ
る
さ
と
学
寮
事
業
費

　
　

万
６
千
円

１６５
◎
天
然
記
念
物
ツ
ル
食
害
対
策
事

業
費　

５
千　

万
５
千
円

４４１

◎
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
事

業
費　

２
千　

万
１
千
円

２４２

◎
特
定
地
域
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

費　

１
千　

万
８
千
円

１８６

◎
社
会
体
育
施
設
整
備
事
業
費

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
等
）

　

１
千　

万
円

６２５

◎
体
育
振
興
費（
地
域
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
開
催
助
成
事
業
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
大
会
開

催
補
助
金
等
）

　

１
千　

万
６
千
円

６５７

出水市議会�
第１回定例会�
出水市議会�
第１回定例会�
出水市議会�
第１回定例会�
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（千　本　付　住　宅　跡　地）
売り払い方法
　　あらかじめ売り払い価格を公表の上、買い受け希望者を公募し、１つの物件に応募者が複数となる場合
には、公開抽選により当選者を決定し売却します。

公募物件所在地および数量

　○地　　　目　　宅地（更地）
　○用 途 地 域　　無指定地域　　建ぺい率　７０％　　容積率　４００％
　○ 　　・本人または親族（３親等以内）が市内に住所を有しており、かつ自己の住宅地を探して

いる個人に限ります。法人の応募はできません。
　　　　　　　　　・３年以内に住宅建設を完了しなければなりません。
　　　　　　　　　・住宅建設は、市内の建設（築）業者に依頼しなければなりません。
　　　　　　　　　・売買契約締結の日から５年間は所有権移転ができません。
　○応 募 期 間　　８月２１日（月）～９月２０日（水）（ただし、土曜・日曜日、祝日を除く。）
　○現 地 説 明　　９月３日（日）　午前１０時～正午
　○そ　の　他　　上下水道整備区域（下水道負担金支払い済み）
　

　●物件番号は現地に標示してあります。
　●応募申込書は本庁財政課に準備してあります。
　●申し込みの前に必ず現地をご確認ください。

� ������������

応募の主な
条　件　等

公公公公公公公公公公募募募募募募募募募募にににににににににによよよよよよよよよよるるるるるるるるるる市市市市市市市市市市有有有有有有有有有有地地地地地地地地地地売売売売売売売売売売りりりりりりりりりり払払払払払払払払払払いいいいいいいいいいののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせ公募による市有地売り払いのお知らせ

申込・問い合わせ先　　　　　　　　　　　
本庁財政課管財係（内線２３３、２３４、２３５）

売り払い価格面　　積（坪）所　　　在　　　地物件番号

５，６９０，０００円２７６．５５㎡（　８３．６５坪）出水市大野原町２０番５１

５，２７０，０００円２８８．６８㎡（　８７．３２坪）出水市大野原町２０番６２

５，４９０，０００円３００．５９㎡（　９０．９２坪）出水市大野原町２０番７３

７，０００，０００円３３９．９６㎡（１０２．８３坪）出水市大野原町２２番５４

６，１６０，０００円３３７．６２㎡（１０２．１３坪）出水市大野原町２２番６５

５，５９０，０００円３３１．１１㎡（１００．１６坪）出水市大野原町２２番７６

５，０８０，０００円３２７．３０㎡（　９９．００坪）出水市大野原町２２番８７

７，８３０，０００円４１０．７６㎡（１２４．２５坪）出水市大野原町２３番２８

６，４６０，０００円４３１．３５㎡（１３０．４８坪）出水市大野原町２３番３９

位置図

セキスイ

マルイ農協

現地

スーパー

出水
ゴルフクラブ

出水
自動車教習所 八

幡
神
社

至上水流

コンビニ

N

特攻碑公園

ガソリン
スタンド

現地見取り図

１号
物件

２号
物件

３号
物件

４号
物件

５号
物件

６号
物件

７号
物件

８号
物件

９号
物件

N
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おお らら せせ知知
　

市
中
央
公
民
館
と
市
文
化
会
館

は
施
設
内
の
改
修
工
事
の
た
め
、

次
の
期
間
の
利
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
実
施
し
て
い
る
中

央
公
民
館
後
期
講
座
は
、　

月
か

１０

ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
募

集
は
、
広
報
い
ず
み
９
月　

日
号

１５

に
掲
載
予
定
で
す
。

　

な
お
、
市
音
楽
ホ
ー
ル
は
、
通

常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
な
い
期
間

●
市
中
央
公
民
館

　

９
月
１
日（
金
）か
ら　

月　

日

１０

１２

　
（
木
）ま
で

●
市
文
化
会
館

　

８
月　

日（
月
）か
ら　

月　

日

２１

１０

１２

　
（
木
）ま
で

《
市
内
の
類
似
施
設
の
紹
介
》

◎
講
座
、
研
修
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

で
の
ご
利
用
向
け

◎
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
で
の
ご

利
用
向
け

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
社
会
教
育
課

　
（
�
�
２
１
０
６
）

出
水
市
職
員
採
用
試
験

◆
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

◆
試
験
日
時
お
よ
び
会
場

　

９
月　

日（
日
）

１７

　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

　

本
庁
内
会
議
室（
予
定
）

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
火
）か
ら
同　

日
２５

（
金
）ま
で《
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
午
後
５
時　

分
ま
で
。
た
だ

１５

し
、
土
曜
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
》

　

郵
送
の
場
合
は
、
８
月　

日
２５

（
金
）必
着
の
こ
と
。

◆
受
験
手
続
き

　

受
験
申
込
書（
本
庁
市
民
相
談

室
、
高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田

支
所
の
総
務
課
、
各
医
療
セ
ン

タ
ー
に
準
備
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
本
庁
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
受
験
申
込
書

の
請
求
お
よ
び
提
出
は
郵
送
で

も
可
。
請
求
す
る
場
合
は
、
住

所
お
よ
び
氏
名
を
明
記
し
た
返

信
用
の
角
型
２
号
封
筒（
Ａ
４

判
が
入
る
も
の
）に　

円
切
手

１２０

を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
）。

◆
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９
―
０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
総
務
課
職
員
係

　

�
�
２
１
１
１（
内
線　

）
２０５

中央公民館・文化会館が
改修工事で

利用できなくなります

連　絡　先施　設　名

高尾野教育支所
社会教育課（��５４５１）高尾野公民館

野田教育支所
教育課（��２０２６）

野田農村環境
改善センター

西町自治会長
打上正さん（��５７７２）西出水公民館

野田教育支所
教育課（��２０２６）岩 淵 公 民 館

連　絡　先施　設　名

高尾野教育支所
社会教育課（��５４５１）

高尾野農村環境
改善センター

野田教育支所
教育課（��２０２６）

野田農村環境
改善センター

　

平
成　

年
度
出
水
市
職
員
採
用
試
験
を

１８

次
の
と
お
り
行
い
ま
す（
採
用
予
定
日
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
の
予
定
で
す
）。

１９

受　　験　　資　　格採用予定
人　　員職　種

①昭和５６年４月２日から平成元年４月１日まで
に生まれた者
②視力が両眼とも裸眼視力０．３以上であること。
③色覚、聴力が正常であること。
④心身ともに健康で四肢完全であること。

２人消　防　職
（初級）

①昭和５２年４月２日以降に生まれた者
②理学療法士の免許取得者または免許取得見込
みの者

１人理学療法士

①昭和５２年４月２日以降に生まれた者
②作業療法士の免許取得者または免許取得見込
みの者

１人作業療法士

①昭和５２年４月２日以降に生まれた者
②言語聴覚士の免許取得者または免許取得見込
みの者

１人言語聴覚士

※いずれの職種も原則として採用と同時に市内に居住できる者とします。
※本市では職員の採用に当たって、「障害者の雇用の促進等に関する法
律」の趣旨を踏まえて実施していますので、該当する方は、受験申し
込みの際、障害者手帳（１級から６級まで）を提示してください。
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平
成　

年
度
の
住
民
税
が
非
課

１８

税
に
な
る
世
帯
の
方
は
、
入
院
中

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
）

　

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
で
住
民

７０

税
が
非
課
税
の
世
帯
の
方
に
つ
い

て
は
、
１
か
月
の
入
院
時
一
部
負

担
金
の
限
度
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
表
２
）

　

い
ず
れ
も
、
申
請
し
て
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
こ
れ
ら

１７

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
今

年
度
も
引
き
続
き
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
８
月
中
に
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
受
付
期
間　

随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
適
用
は
申
請
の
あ
っ

た
月
の
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
老
人
医

療
受
給
者
で
、
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
の
方

持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
証
、

老
人
医
療
受
給
者
証
、
減
額
認

定
証（
更
新
の
方
）、
１
年
以
内

に　

日
以
上
入
院
し
て
い
る
方

９１
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
領
収
書

ま
た
は
医
療
機
関
の
証
明
書
な

ど

（
表
１
）　

入
院
時
食
事
代
の
自
己

負
担
額（
１
食
に
つ
き
）

（
表
２
）　
　

歳
以
上
の
方
の
入
院

７０

時
の
一
部
負
担
金（
月
額
）

※
一
定
以
上
所
得
者
の（　

）内
は
、

　

か
月
以
内
に
４
回
以
上
負
担

１２

額
を
超
え
る
支
給
を
受
け
る
場

合
の
４
回
目
か
ら
の
負
担
額
で

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
課

　
　

健
康
保
険
係（
内
線　

・　

）

１２９

１４６

　

高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　
　

保
険
年
金
係（
内
線　

）
４１３

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
　

保
険
年
金
係（
内
線　

）
７１３

　

農
地
の
所
有
や
小
作
の
状
況
等

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
農

地
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
８
月
か
ら
平
成　

年

１７

１８

７
月
ま
で
の
１
年
間
に
農
地
の
所

有
権
移
転
や
貸
し
借
り
を
さ
れ
た

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

期　

間　

９
月
１
日
か
ら
同　

日
３０

ま
で

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き

ま
す
。

時　

間　

午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
５
時　

分
ま
で

１５

場　

所　

本
庁
、
高
尾
野
支
所
、

野
田
支
所
の
農
業
委
員
会
事
務

局
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線　

）
３１１

　

市
で
は
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
福

す
る
と
と
も
に
、
敬
老
の
意
を
表

す
る
た
め
に「
長
寿
祝
金
」を
お
贈

り
し
、
ま
た
、
敬
老
の
日
の
お
祝

い
と
し
て
記
念
品
や
写
真
を
お
贈

り
し
ま
す
。

長
寿
祝
金

対
象
者

○　

歳
到
達
者（
満　

歳
に
な
ら

９０

９０

れ
た
方
）…
３
万
円

○　

歳
到
達
者（
満　

歳
に
な
ら

９５

９５

れ
た
方
）…
５
万
円

○　

歳
以
上（　

歳
以
上
の
方
全

１００

１００

員
）…
…
…　

万
円

１０

支
給
日　

原
則
と
し
て
、
誕
生
月

の
翌
月
。
た
だ
し
、　

歳
以
上

１００

は
誕
生
月

敬
老
の
日
記
念
品

対
象
者　
　

歳
以
上
の
方（
平
成

９０

　

年
９
月　

日
現
在
で
満　

歳

１８

３０

９０

以
上
の
方
）

贈
呈
日　

９
月
上
旬
を
予
定

敬
老
の
日
記
念
写
真

対
象
者　
　

歳
到
達
者
で
希
望
さ

９０

れ
る
方（
平
成　

年
９
月　

日

１８

３０

現
在
で
満　

歳
に
な
ら
れ
た

９０

方
）

贈
呈
日　

９
月
上
旬
を
予
定

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
社
会
福
祉
課

　

高
齢
者
福
祉
係（
内
線　

）
１６３

　

県
で
は
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
や
戦
没
者
等

の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
、
遺

族
年
金
、
旧
軍
人
軍
属
の
恩
給
や

扶
助
料
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
の
書
状
等
贈
呈
事
業
等
に
関
す

る
受
給
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
る「
移
動
援
護
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

日　

時

　

８
月　

日（
木
）

２４

　

午
前　

時
か
ら
午
後
２
時　

分

１１

３０

ま
で（
受
け
付
け
は
午
後
２
時

ま
で
）

場　

所

　

阿
久
根
市
役
所
大
会
議
室（
２

階
）

※
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
会
場
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課
調
査
援
護
係

　
（
�
０
９
９
―
２
８
６
―
２
８

３
０
）

入
院
中
の
食
事
代
が

減
額
さ
れ
ま
す

負担額区　　　　　分

住　
　

民　
　

税

２６０円課　　税　　世　　帯

２１０円９０日までの入院非課税世帯
（７０歳以上
では低所得
Ⅱの人） １６０円９０日を超える入院

（過去１２か月の入院日数）

１００円７０歳以上で低所得Ⅰの人

負　担　額区　　　　分

住　
　

民　
　

税

７２，３００円
＋【（実際にかかった医療費
　　－３６１，５００円）×１％】
　
（４０，２００円）※

一定以上所得者

４０，２００円一　　　　　般

２４，６００円低所得Ⅱ
低所得者

１５，０００円低所得Ⅰ

農
地
台
帳
の
縦
覧
は

９
月
１
日
か
ら

長
寿
祝
金
、
敬
老
の
日
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す

平
成　

年
度

１８

「
移
動
援
護
相
談
」を
実
施
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牛
を
飼
っ
て
い
る
農
家
で
は
稲

わ
ら
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
水
稲

農
家
の
皆
さ
ん
、
畜
産
農
家
へ
の

稲
わ
ら
供
給
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
水
地
域
国
産
稲
わ
ら

確
保
対
策
協
議
会
の
平
成　

年
度

１８

稲
わ
ら
基
準
価
格
お
よ
び
稲
わ
ら

交
換
の
際
の
堆
肥
の
基
準
量
が
決

ま
り
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

稲
わ
ら
基
準
価
格

　

掛
け
干
し

　
　

１
反
当
た
り　

９
千
円

　

コ
ン
バ
イ
ン

　
　

１
反
当
た
り　

４
千　

円
５００

【
条
件
】

◎
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
長
期
保
存

に
耐
え
ら
れ
る
も
の
。

◎
車
両
が
隣
接
可
能
な
場
所
に
集

積
す
る
こ
と
。

◎
雨
天
の
場
合
、
稲
作
農
家
は
、

稲
わ
ら
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
を
か
け
る
こ

と
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
に
適
合
し
な
い

場
合
は
、
両
者
で
協
議
の
上
、

決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
わ
ら
交
換
の
際
の堆

肥
の
基
準
量

　

１
反
当
た
り
２
ト
ン
車
１
台
分

【
条
件
】

◎
堆
肥
は
十
分
に
発
酵
さ
せ
た
完

熟（
良
質
）堆
肥
で
あ
る
こ
と
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
両
者
で
協

議
の
上
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
農
畜
産
係

　
　
（
内
線　

）
３０５

　

高
尾
野
支
所
産
業
振
興
課

　
　

振
興
係（
内
線　

）
４２４

　

野
田
支
所
産
業
振
興
課

　
　

振
興
係（
内
線　

）
７２２

　

出
水
警
察
署
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
、「
行
方
不
明
」の
方
や「
無

縁
仏
」に
な
ら
れ
た
方
々
の
身
元

の
確
認
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
は「
行
方
不
明
」の
方

や「
無
縁
仏
」に
な
ら
れ
た
方
々
の

身
元
を
捜
す
月
間
と
し
て
、
警
察

本
部
や
県
下
の
各
警
察
署
に
相
談

所
を
設
け
ま
す
。

　
「
長
い
間
、
音
信
が
な
く
連
絡

が
取
れ
な
い
」「
家
出
し
て
行
方
が

分
か
ら
な
い
」な
ど
、
お
困
り
の

方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
際
は
、
行
方
不
明
者
の

写
真
、
当
時
の
服
装
等
の
資
料
が

あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
察
本
部
鑑
識
課（
�
０
９

９
―
２
０
６
―
０
１
１
０
）

　

出
水
警
察
署（
�
�
０
１
１
０
）

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
交
番
・
駐

在
所

 

開
催
日
時　

８
月　

日（
土
）午
前

２６

　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０
場　
　

所　

ス
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
事
務
局（
出
水
市
武

本
１
２
２
３
番
地
）

内　
　

容　

水
俣
市
在
住
の
有
機

み
か
ん
農
家
、
吉
田
浩
司
氏
を

講
師
に
迎
え
、
ベ
ト
ナ
ム
の
農

村
の
現
状
を
学
び
、
自
分
た
ち

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す

学
習
会
で
す
。
ま
た
、
そ
ば
の

種
ま
き
体
験
を
通
し
て
食
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。

参　

加　

料　

１
千　

円（
入
会

５００

金
、
材
料
代
、保
険
料
と
し
て
）

定　
　

員　
　

人
２０

※
農
作
業
が
可
能
な
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

８
月　

日（
土
）

１９

ま
で
に
事
務
局
へ
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

事
務
局　

宮
田
成
男

　
（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
６
９
６
）

稲
わ
ら
・ 
堆  
肥 
交
換
の

た
い 

ひ

基
準
が
決
ま
り
ま
し
た

行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

ス
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

学
習
会
開
催
の
ご
案
内

ス
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
と
は
？

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
自
分

ら
し
い
生
き
方
、
豊
か
な
人

生
を
探
し
、
実
践
し
て
い
く

た
め
の
学
び
の
場
で
す
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
で
は
な
く
ス

ロ
ー
、
都
会
で
は
な
く
ロ
ー

カ
ル
、
マ
ネ
ー
で
は
な
く
カ

ル
チ
ャ
ー
を
合
い
言
葉
に
田

舎
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
る
よ

う
な
体
験
や
知
恵
を
と
も
に

学
び
ま
す
。

　

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
一

緒
に
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

税務課からのお知らせ
　台風襲来等、災害が発生しやすい時期を
迎えます。
　万一被災された方々には、市税や国民健
康保険税等を減免したり徴収を猶予したり
する制度があります。
　詳しくは税務課へお問い合わせください。　
問い合わせ先　本庁税務課課税係（内線１１３、

１１４）

８月１０日は「道の日」
　道路は、わたしたちの毎日の生活を支え
る欠くことのできない基本的な社会資本で
すが、あまりにも身近な存在であるため、
その重要性が見過ごされがちです。
　８月１０日の「道の日」を契機にもう一度見
直してみませんか。
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夏休みは、クレインパークに全員集合!!夏休みは、クレインパークに全員集合!!

　
★
お
も
し
ろ
実
験
教
室
★　

開　
催　
日　

８
月
４
日（
金
）、
５

日（
土
）、６
日（
日
）、７
日（
月
）

時　
　

間　

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

同
４
時
ま
で（
４
日
間
と
も
）

場　
　

所　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い

ず
み
１
階
実
験
室
、
研
修
室

対　
象　
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

参　
加　
料　

入
館
料
の
み
必
要
で

す
。

参
加
方
法　

事
前
に
申
し
込
む
必

要
は
な
く
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。

　
★
昆
虫
・
貝
・
植
物
の

名
前
を
調
べ
る
会
★　

　

こ
の
夏
、
自
然
の
中
で
集
め
た

標
本
の
名
前
を
講
師
と
一
緒
に
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

開　
催　
日　

８
月　

日（
土
）、　

２６

２７

日（
日
）

※
昆
虫
の
名
前
を
調
べ
る
会
は
、

　

日（
日
）の
み
と
な
り
ま
す
。

２７
時　
　

間　

午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で

場　
　

所　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い

ず
み
１
階
研
修
室

対　
象　
者　

小
学
生
以
上

参　
加　
料　

無
料（
入
館
料
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）

参
加
方
法　

事
前
に
申
し
込
む
必

要
は
な
く
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
当
日
、
名
前
を
調
べ
た
い

標
本
を
持
っ
て
、
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
　
（
�
�
８
９
１
５
）

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「きききききききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななななななな石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「きれいな石展」開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中開催中
８月３１日（木）まで

☆与論島の星の砂を☆
☆来館者全員にプレゼント！☆

●ダイヤモンド、ルビーなどの世界の鉱物
●アンモナイトなどの古代の生き物の化石
●鹿児島県内のめずらしい岩石
●第１回マイコレクション「石の魅力展」

　化石のレプリカ作りも体験できます。

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどきききききききききききききききききききききどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどきききききききききききききききききききききわくわくどきどき
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででで科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学をををををををををををををををををををををみんなで科学を

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽しししししししししししししししししししししもももももももももももももももももももももううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！楽しもう！
　市内の小・中学校の先生８
人が、８つのコーナーで楽し
く学べる科学実験をします。
　皆さんも一緒にやってみま
せんか？

　出水市自主文化事業　

新「出水市」発足記念事業　

三遊亭好楽・楽太郎
落語競演会

　
「笑点」でおなじみの

好楽・楽太郎師匠の落語を
生でお楽しみください。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
休休休休休休休休休休休休休
みみみみみみみみみみみみみ
ははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、

夏
休
み
は
、

ククククククククククククク
レレレレレレレレレレレレレ
イイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンン
パパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーー
ククククククククククククク
ににににににににににににに

　
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
に

日　

時　

９
月　

日（
水
）

２７

　

午
後
７
時
開
演（
午
後
６
時　
３０

分
開
場
）

場　

所　

市
野
田
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
自
由

　

一　
　
　

般　

３
千
円（税

込
み
）

　

高
校
生
以
下　

１
千　

円
５００（

税
込
み
）

　

※
当
日
券
は
各　

円
増
し

５００

　

※
前
売
券
が
完
売
し
た
と
き
は

当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。《
要
予

約：

９
月　

日（
水
）ま
で
》

２０

三遊亭楽太郎 三遊亭好楽

前
売
券
一
斉
発
売
日

　

８
月
６
日
（
日
）
午
前　

時
１０

※
発
売
開
始
日
の
み
、
１
人
４
枚

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
売
券
販
売
所

　

市
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
市
中
央
公
民
館
、
市
高

尾
野
公
民
館
、
市
高
尾
野
温
泉

セ
ン
タ
ー
も
み
じ
、
諏
訪
書
店
、

エ
ン
ゼ
ル
、
亜
土
利
絵
、
金
海

堂
出
水
店

●
次
の
駐
車
場
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
が
、
駐
車
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

▽
市
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
▽
市
野
田
体
育
館
▽
市
野

田
保
育
園
▽
市
野
田
医
療
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

野
田
教
育
支
所
教
育
課

　
（
�
�
２
０
２
６
）
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平
成　

年
度
に
免
除
等
の
申
請

１７

を
さ
れ
た
方
で
、
平
成　

年
度
も

１８

免
除
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
全
額
免

１７

除
等
の
承
認
を
受
け
た
方
で
、
継

続
審
査
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
増
加
に
よ
り

全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
あ

ら
た
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

失
業
等
の
事
由
の
場
合
や
、
一

部
納
付
、
学
生
納
付
特
例
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
毎
年
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

７
月
か
ら
免
除
基
準
等
が
見
直

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
免
除
等
に

該
当
し
な
か
っ
た
方
も
新
基
準
で

は
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
免

除
等
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑（
本
人
の
場
合
は
不
要
）

●
失
業
等
の
場
合
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　

▼
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

▼
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

●
学
生
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し

　

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は「
住
所
変
更
届
」を

川
内
社
会
保
険
事
務
所（
薩
摩
川

内
市
平
佐
町
２
２
２
３
番
地
）へ

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
年
金
の
大

事
な
お
知
ら
せ
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
年
金
の
受
け
取
り
が
遅
れ
た

り
し
ま
す
。

　

届
け
出
用
紙
は
、
本
庁
・
各
支

所
の
年
金
担
当
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
自
分
の
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
加
入
記
録
や
納
付
記
録
を
確

か
め
た
い
方
は
、
年
金
手
帳
を

持
参
の
上
、
本
庁
・
各
支
所
の

年
金
担
当
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
日　

８
月　

日（
火
）

２９

時　

間　

午
前　

時
か
ら
午
後
３

１０

時
ま
で

場　

所　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
課

　

国
民
年
金
係（
内
線　

・　

）

１４７

１４８

高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係（
内
線　

）
４１３

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
険
年
金
係（
内
線　

）
７１３

　

昨
年
、
認
知
症
の
高
齢
の
姉
妹

が
訪
問
販
売
に
よ
る
悪
質
な
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
で
被
害
に
遭
い
、
住

む
家
を
失
い
そ
う
に
な
っ
た
事
例

が
報
道
さ
れ
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
消
費
生
活

相
談
の
約
半
分
は
、
高
齢
者
の
被

害
に
関
す
る
相
談
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

悪
質
商
法
に
よ
る
高
齢
者
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高
齢
者
自

身
に
問
題
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家

族
を
は
じ
め
と
す
る
周
り
の
方
々

の
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

家
庭
に
高
齢
者
が
い
る
場
合
、

日
ご
ろ
か
ら
や
さ
し
く
声
を
か
け
、

わ
ず
か
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
よ

う
な
家
族
の
気
配
り
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
独
り
暮
ら
し

や
夫
婦
の
み
で
暮
ら
す
高
齢
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
民
生
委
員
の
方
々

の
手
助
け
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
の
症
状
が
見

ら
れ
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
制

度
の
活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日

常
的
な
金
銭
管
理
な
ど
の
援
助
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
在
宅
で
自
立

し
て
地
域
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
成
年
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財

産
管
理
や
身
上
監
護
に
関
す
る
契

約
な
ど
の
法
律
的
行
為
の
援
助
を

行
う
制
度
で
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
周
囲
の

人
々
の
温
か
い
見
守
り
と
早
め
の

対
応
で
高
齢
者
の
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

※
消
費
生
活
で
お
悩
み
の
方
は
、

本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係（
内

線　

〜　

）に
ご
相
談
く
だ
さ

１３５

１３７

い
。

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

１８

料
免
除
申
請
・
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
・
学
生
納
付
特
例
制
度

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

高
齢
者
の
消
費
生
活
問
題

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

年
金
受
給
者
の
方
へ
、

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
必

ず
川
内
社
会
保
険
事
務
所
へ
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設
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わ
た
し
た
ち
の
体
の　

�
を
占

６０

め
て
い
る
水
分
。
体
の
中
で
は
、

発
汗
に
よ
る
体
温
調
節
・
栄
養
素

の
消
化
吸
収
促
進
・
老
廃
物
の
排

せ
つ
な
ど
と
て
も
大
切
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
。
体
内
の
水
分
は
変

動
が
激
し
く
、
日
ご
ろ
の
生
活

（
汗
・
尿
・
便
・
呼
吸
）だ
け
で
も

一
日　

�
も
の
量
が
失
わ
れ
ま
す
。

２．６

暑
い
時
期
は
、
よ
り
一
層
水
分
が

失
わ
れ
る
の
で
次
の
点
に
注
意
し

て
上
手
な
水
分
補
給
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

◆
規
則
正
し
い
食
生
活
を
！

　

出
て
い
っ
た
水
分
だ
け
を
補
え

ば
よ
い
の
で
す
が
、
飲
料
水
だ
け

で
一
日
に　

�
も
の
補
給
は
難
し

２．６

い
も
の
。
実
は
３
回
の
食
事
で
食

品
中
か
ら
１
�
以
上
の
水
分
を
補

給
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
飲

料
水
で
は　

�
程
度
を
補
給
し
ま

１．２

し
ょ
う
。
し
っ
か
り
食
事
を
と
る

こ
と
が
水
分
補
給
の
基
本
で
す
。

◆
不
足
す
る
前
に
水
分
補
給
を
！

　

睡
眠
中
は
発
汗
や
呼
吸
に
よ
っ

て
多
く
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。

寝
る
前
・
起
床
時
の
コ
ッ
プ
１
〜

２
杯
の
水
分
補
給
は
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
は
室
内
が
乾
燥

す
る
の
で
気
付
か
な
い
う
ち
に
体

か
ら
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。
汗
を

か
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
！
の
ど
が
渇
い
て
か
ら
で
は

な
く
不
足
す
る
前
に
こ
ま
め
に
と

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
時
は

　

定
期
的
な
水
分
補
給
を
！

　

ス
ポ
ー
ツ
時
は
き
ち
ん
と
水
分

を
補
給
し
な
い
と
体
温
が
上
昇
し
、

運
動
能
力
の
低
下
、
さ
ら
に
は
脱

水
・
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

短
時
間（　

分
以
内
）の
運
動
は

９０

水
・
お
茶
な
ど
を
、
長
時
間
の
運

動
に
な
る
と
電
解
質（
塩
分
・
カ

リ
ウ
ム
）な
ど
も
失
わ
れ
る
た
め

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
定
期
的

（　

〜　

分
お
き
）に　

�
�
〜　

２０

３０

１００

２００

�
�
程
度
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
し

か
し
飲
み
過
ぎ
は
糖
分
の
と
り
過

ぎ
を
招
き
、
多
く
の
ビ
タ
ミ
ン
が

消
費
さ
れ
、
疲
労
や
集
中
力
低
下

な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
肥
満

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
酒
類
は
利
尿
作
用

が
強
く
、
飲
ん
だ
以
上
に
水
分
を

排
せ
つ
し
ま
す
。
飲
ん
だ
後
は
水

分
補
給
を
！

　

上
手
に
水
分
を
補
給
し
、
元
気

に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
の
利
用
方
法

◎
ど
な
た
で
も
館
内
で
本
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
は
、
利

用
者
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
市
内

の
３
館
す
べ
て
に
利
用
で
き
ま

す
。

◎
本
は
３
館
合
わ
せ
て
８
冊
ま
で
、

２
週
間
の
期
限
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
し
い
本
の
紹
介

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
ぼ
く
の
町
に
電
車
が
き
た（
鈴

木
ま
も
る
）▼
し
ら
な
い
ま
ち（
田

島
征
三
）▼
す
っ
と
び
！
し
ん
た
、

ち
ょ
う
た
の
す
っ
と
び
か
ご
ど
う

ち
ゅ
う（
飯
野
和
好
）▼
で
ん
き
が

ま
ち
ゃ
ん
と
お
な
べ
ち
ゃ
ん（
長

野
ヒ
デ
子
）▼
た
が
や（
川
端
誠
）

▼
と
ら
は
え
ら
い（
五
味
太
郎
）▼

ね
こ
の
グ
リ
グ
リ
グ
ロ
シ
ャ（
パ

ス
カ
ル
・
エ
ス
テ
ロ
ン
）▼
わ

ら
っ
ち
ゃ
っ
た（
大
島
妙
子
）▼
や

ぎ
と
ぎ
ん
の
す
ず（
八
百
板
洋
子
）

▼
ワ
ニ
ぼ
う
の
や
ま
の
ぼ
り（
内

田
麟
太
郎
）▼
は
な
か
っ
ぱ（
あ
き

や
ま
た
だ
し
）…
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

▼
虎
の
弟
子（
ロ
ー
レ
ン
ス
・

イ
ェ
ッ
プ
）▼
ツ
ー
・
ス
テ
ッ
プ

ス
！（
梨
屋
ア
リ
エ
）▼
戦
国
の
雲

白
狐
魔
記
４（
斉
藤
洋
）▼
八
月
の

髪
か
ざ
り（
那
須
正
幹
）▼
ダ
ー
ク

ホ
ル
ム
の
闇
の
君（
ダ
イ
ア
ナ
・

ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）▼
ラ

ブ
・
レ
ッ
ス
ン
ズ（
ジ
ャ
ク
リ
ー

ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
）…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

▼
オ
レ
ン
ジ
の
季
節（
鯨
統
一
郎
）

▼
夏
と
夜
と（
鈴
木
清
剛
）▼
赤
い

指（
東
野
圭
吾
）▼
悪
た
れ
の
華

（
小
嵐
九
八
郎
）▼
あ
な
た
に
も
で

き
る
悪
い
こ
と（
平
安
寿
子
）▼
絲

的
メ
イ
ソ
ウ（
絲
山
秋
子
）▼
駐
在

刑
事（
笹
本
稜
平
）▼
カ
ー
ラ
イ
ル

の
家（
安
岡
章
太
郎
）▼
サ
ン
ソ
ン

の
祈
り（
薬
丸
岳
）▼
だ
い
に
っ
ほ

ん　

お
ん
た
こ
め
い
わ
く
し（
笙

野
頼
子
）▼
憂
鬱
な
ハ
ス
ビ
ー
ン

（
朝
比
奈
あ
す
か
）▼
絵
小
説（
皆

川
博
子
）▼
君
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

（
中
島
ら
も
）▼
君
だ
け
の
物
語

（
山
本
ひ
ろ
し
）▼
ハ
ピ
ネ
ス（
嶽

本
野
ば
ら
）▼
雨
の
ち
晴
れ
、
と

こ
ろ
に
よ
り
虹（
吉
野
万
里
子
）▼

北
風
の
軍
師
た
ち（
中
村
彰
彦
）▼

天
唄
歌
い（
板
東
眞
砂
子
）▼
ひ
と

が
た
流
し（
北
村
薫
）▼
静
寂
の
子

（
谷
村
志
穂
）▼
お
と
こ
坂　

お
ん

な
坂（
阿
刀
田
高
）▼
う
つ
く
し
く
、

や
さ
し
く
、
お
ろ
か
な
り（
杉
浦

日
向
子
）▼
少
年
時
代（
池
永
陽
）

…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日
午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日
午
前　

時
１０

上
手
な
水
分
補
給
で

暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！

4

８月の休館日開 館 時 間

７日、１４日、２１日、
２８日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中 央 図 書 館
（��２１０５）

３日、１０日、１５日、
１７日、２４日、３１日午前９時～午後６時高 尾 野 図 書 館

（��５４５２）

４日、１１日、１８日、
２５日午前９時～午後６時野 田 図 書 館

（��３１００）

図
書
館
だ
よ
り
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７
月
１
日
、
市
文
化
会
館
で「
第
１
回
市

民
体
育
大
会
総
合
開
会
式
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
水
商
業
高
校
ダ
ン
ス
部
の
創
作
ダ
ン
ス

と
市
女
性
団
体
ら
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
華

や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
、
体
育
功
労
者

や
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
カ
ヌ
ー
協
会
の
勝
下
み
ゆ
き
さ

ん
と
児
玉
あ
か
り
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓

を
行
い
、
今
大
会
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
市
内
の
各
運
動
施
設
で
行
わ
れ
、

水
泳
や
陸
上
競
技
な
ど　

種
目
に
約
２
千　

１８

５００

人
が
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
別
市
民
体
育
大
会
は
、
９
月

か
ら　

月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

１１

　

６
月　

日
に
文
化
地
区（
文
化
町
）の
４
自

１７

治
会（
横
尾
、
溝
下
、
山
下
、
上
松
）の
小
・

中
学
生
が
、
ま
た
、
同　

日
に
は
、
東
出
水

２８

小
学
校
５
年
生
の　

人
が
田
植
え
を
体
験
し

５５

ま
し
た
。
文
化
地
区
で
は
、
同
地
区
む
ら
づ

く
り
委
員
会
の
主
催
で
、
地
区
内
の
方
々
を

含
め
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

８０

　

い
ず
れ
も
、
田
植
え
の
体
験
を
通
し
て
、

農
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
、
地
元
の

高
齢
者
や
む
ら
づ
く
り
委
員
会
の
方
々
と
の

交
流
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
植
え
方
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

な
が
ら
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

６
月　

日
に
野
田
地
区
、
７
月
２
日
に
出

２５

水
地
区
と
高
尾
野
地
区
の「
出
水
市
消
防
団

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た

（
出
水
地
区
は
出
水
消
防
署
、
野
田
地
区
と

高
尾
野
地
区
は
出
水
消
防
署
石
坂
分
署
で
、

市
内
の　

分
団
か
ら　

人
が
参
加
）。

１６

４３２

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
が
消
防
用
機
械

器
具
の
取
り
扱
い
や
操
作
の
基
本
を
習
得
し
、

火
災
防
御
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

競
技
種
目
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
２
種
目（
高
尾
野
地
区
は
ポ
ン

プ
車
操
法
の
み
）。
各
種
目
で
操
作
の
速
さ

や
確
実
な
動
作
、
器
具
の
正
し
い
取
り
扱
い

な
ど
が
審
査
さ
れ
、
参
加
し
た
消
防
団
員
は
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。

市
民
体
育
大
会

総
合
開
会
式
を
開
催

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
発
揮

子
ど
も
た
ち
が

田
植
え
を
体
験

雨の中行われた高尾野地区の操法大会雨の中行われた高尾野地区の操法大会

文化地区の小・中学生文化地区の小・中学生

東出水小学校５年生の児童東出水小学校５年生の児童

社会体育功労者　　　（敬称略）
氏 名 等種 目 団 体 等種 類

黒田　安名米ノ津東地区体育協会
陸上競技協会

体 育 功 労 者 前田　篤宏西出水地区体育協会
竹下　　保ソフトテニス協会
木村　義治バドミントン協会
岩下　達仁

柔道競技

優秀スポーツ選手

松尾　　星
野原　貞助

陸上競技
寺地　由真
田山　絵理
大庵　樹里
岩下　彩乃

水泳競技
久野　裕太
伊佐　　忍
田中　　毅
田川　洋子
和田千嘉子卓球競技

ＳＰチーム軟式野球連盟

優秀スポーツ団体

出水市陸上
リレーチーム
　寺地　由真
　頴川咲貴子
　安慶　彩花
　千年原美波

陸上競技 出水中学校陸上部
女子駅伝チーム
　田山　絵理
　池上　史織
　宮路　柚佳
　吉田　洋子
　田山　満理
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　第５３回県美展で鹿児島市長賞を受賞した田浦妙さ
ん（竪馬場）が６月８日、受賞の報告に市長室を訪れ
ました。受賞された作品は「Tanglewoodの印象」と題
された洋画。米国マサチューセッツ州にある野外コ
ンサートで知られる“タングルウッド”の風景を抽
象的に描いた作品です。

　６月１０日、出水小学校で同校ＰＴＡ主催による「自
転車乗り検定」が行われました。
　３年生以上や転入生など４３人が受検。児童は、交
差点の渡り方や安定した乗り方などの採点項目に一
生懸命取り組んでいました。その結果全員が合格し、
合格証と自転車に貼るシールが手渡されました。
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島
市
長
賞
を
受
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　出水市老人クラブ連合会主催の「第１４回グラウン
ドゴルフ大会」が６月１６日、市多目的広場で開催さ
れました。
　今大会には４６チームが参加。会場のあちこちから
はボールの行方に歓声やため息が出るなど、終始和
やかな大会となりました。

　６月２５日、市総合体育館で第１回出水市女性ソフ
トバレーボール大会が開催されました。
　市内各地から自治会や職場、クラブチーム、幼稚
園の保護者の集まりなどで編成された４１チームが参
加。熱戦が繰り広げられ、下大野原Ｂチームが第１
回大会を制しました。

　６月２５日、東光山公園内で市民ボランティアによ
る下草払いが行われました。
　これは、市みどり推進協議会が水源の森づくりや
森林整備体験の取り組みのひとつとして実施。今年
は市民ら約１１０人が参加し、約１．３�の市有林で汗を
流しました。

　第２４回南日本女流美術展で南日本新聞社賞を受賞
した本田すみ子さん（築港）が７月５日、受賞の報告
に市長室を訪れました。「うさちゃん６」と題された
草木染の作品は、染め方や素材の布を変えて立体感
を出しているのが特徴。作品の中には、かわいいウ
サギが６匹隠れています。
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※歯科医院診療時間　午前８時～正午
�変更になることがあります。出水消防署
　（��０１１９）にお問い合わせください。

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医休日当番医
８月　６日

向 江�８２００循環・内科福 永 内 科 循 環 器 科
栄 町�０１６７内 ・ 児 科二 宮 医 院
仲町（野田）�４７００歯　 科太 田 歯 科 医 院

８月１３日

鹿 島�１１１２皮 膚 科よ う 皮 ふ 科 医 院
六月田中�１８６１外・胃腸科東 医 院
栄 町�２１５０歯　 科金 子 歯 科 医 院

８月１４日

八幡（出水）�０３９３歯　 科お て き 歯 科 医 院
◎歯科医院以外は通常どおり

８月１５日

八幡（出水）�０３９３歯　 科お て き 歯 科 医 院
◎歯科医院以外は通常どおり

８月２０日
大 久 保�３９９８内・皮・精神科奥 田 蘇 明 会 医 院
栄 町�０１７０耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院
（阿久根市）�００２６歯　 科脇 本 歯 科 医 院

８月２７日
今 釜 西�５５６０内・神経内科つかさとクリニック
新 町�１１１１内 ・ 児 科吉 井 医 院
中町（出水）�２６３４歯　 科塩 山 歯 科 医 院

８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
◎きれいな石展（３１日まで・クレインパークいずみ）
◎自然ワンダー体験の旅（２日～６日・出水市～薩摩川
内市）
◎高尾野夏祭り（５日・ふれあい公園ほか）
◎わんぱくトライアル（８日～１０日・市青年の家）
◎野田郷夏祭り（１２日・市野田運動場）
４日（金）�おもしろ実験教室（午後１時３０分・クレイン

パークいずみ）７日まで
　　　　�鹿児島県消防協会出水支部消防ポンプ操法大

会（午前９時・市陸上競技場駐車場）
１９日（土）�第３回２４時間高尾野ひまわり駅伝大会（正午
　　　　　・河川敷ジョギングロード）２０日まで
２０日（日）�視覚障害者卓球出水大会（午前１０時・市中央

公民館）
２６日（土）�昆虫・貝・植物の名前を調べる会（午前１０時
　　　　　・クレインパークいずみ）２７日（同）※昆虫は

２７日のみ

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（７月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０６９（±　０）世 帯 数
５万８，２７１（－　３８）人　　口
２万７，３１０（－　２７）男
３万　９６１（－　１１）女

４４出　　生
４７死　　亡
８６転　　入
１２１転　　出

（　）内は前月比

２４時間高尾野ひまわり駅伝大会２４時間高尾野ひまわり駅伝大会

� ���������������������

高
川
ダ
ム
で
の
魚
釣
り
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
質　

問
）

　

高
川
ダ
ム
で
は
、
魚
釣
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
（
ご
意
見
箱
よ
り
一
部
抜
粋
）

　
　
　
　

（
回　

答
）

　

高
川
ダ
ム
は
、
本
市
の
農
地
の
農

業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
造
ら
れ
、

現
在
、
国
か
ら
市
が
そ
の
管
理
を
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ダ
ム
は
、
農
業
用
水
の
利
用

状
況
に
よ
り
、
水
位
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
地
形
は
傾
斜
が
急

で
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大
人
に

と
っ
て
も
大
変
危
険
な
場
所
で
す
。

そ
の
た
め
、
ダ
ム
の
管
理
上
、
魚
釣

り
は
、
事
故
の
危
険
性
が
大
き
い
た

め
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
看
板
等
を

設
置
し
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
高
川
ダ
ム
の
漁
業
権
が
あ

る
広
瀬
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
県

の
認
可
を
受
け
て
、
平
成　

年
度
か

１７

ら
高
川
ダ
ム
を
禁
漁
区
に
指
定
し
て

い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
川
ダ
ム
で

の
魚
釣
り
は
、
遠
慮
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
心
な
い
一
握
り
の
方
が
、

外
来
魚
を
密
放
流
し
た
こ
と
か
ら
、

外
来
魚
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
在
来
種
の
ア
ユ
等
の
生

息
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
現
在
は
徹
底
し
た
駆
除

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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今
月
は
、
平
良
川
で
採
取
し
た
水

晶
を
紹
介
し
ま
す
。
紫
尾
山
を
源
流

と
す
る
平
良
川
で
は
、
紫
尾
山
を
構

成
す
る
白
っ
ぽ
い
花
こ
う
岩
の
石
こ

ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

花
こ
う
岩
は
、
主
に
長
石
、
黒 
雲 うん

 
母 
、
石
英
の
３
種
類
の
鉱
物
か
ら
で

もき
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
無
色
透
明

な
石
英
が
、
六
方
柱
状
に
結
晶
化
し

た
も
の
が
水
晶
で
す
。

　

水
晶
は
、
結
晶
の
特
質
か
ら
水
晶

振
動
子
と
し
て
時
計
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
占

い
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

創
立　

年
目
を
迎
え
、
本
校
開
学
の

１２６

精
神
と
す
ぐ
れ
た
伝
統
、
恵
ま
れ
た
教

育
的
風
土
の
中
で
知
徳
体
の
調
和
的
発

達
を
図
り
、「
生
き
る
力
」を
備
え
た

「
自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
心
身
共
に
た

く
ま
し
い
児
童
」の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

『今月の問題』
　「飛ぶ宝石」と呼ばれる鳥
は次のうちどれでしょう。

　　Ａ　カワセミ
　　Ｂ　オオルリ
　　Ｃ　ヤマセミ

☆答えはホームページか　
　来月号で
　（先月号の答えは、

　Ａのワシでした。）

梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空ににににににににににににににににににににににににににににににににに、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジサササササササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮やややややややややややややややややややややややややややややややややかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか梅雨空に、アジサイ鮮やか

平良川上流で採取
「きれいな石展」で展示中

　梅雨空が続いた６月、市内のあちこちではアジ
サイが鮮やかな花を咲かせていました。
　青や紫、白や水色など色とりどりの花が競演。
梅雨のうっとうしさを忘れさせてくれる初夏の
光景です。

花いっぱい 緑いっぱいの学園花いっぱい　緑いっぱいの学園

鍋
野
地
区
の

五
万
石
溝
沿
い

針
原
川
災
害
復
興

記
念
公
園
付
近

安全パトロール安全パトロール食に関する指導食に関する指導学力向上学力向上
（ラスト１５分の取り組み）（ラスト１５分の取り組み）ふれあい農園ふれあい農園

児童の安全を守るために、Ｐ
ＴＡ、地域の方々のほか、学
校職員も、４つのコースに分
かれて児童の安全・交通指導
を行っています。

食に関する指導の充実に努め
ています。平成１７年度、県の
学校給食準優良校に選ばれま
した。
（写真は、バイキング給食）

板書を活用したキーワードの
確認やプリント等のポストテ
ストを実施し、授業内容が確
実に身についたかを確かめる
ようにしています。

学校のすぐ隣の、ふれあい農
園では、季節に応じて、サツ
マイモ、キャベツ、大根等い
ろいろな作物を各学年の児童
が育てています。


